

































































 すなわち、 「臣」 「連」との違いは、ウヂの職掌や出自（系譜
（
によるのではなく、


















































































































































































































































































































































































































































すなわち、 『姓氏録』においては、 「大連公」と「大連」は通用されており、 「連公」と「大
































































































































































とあ ことも、 「連公」から「連 へ変化したのではな ことを示している。また、常磐の譜文では、常磐大連公を 右大連」と記 ており、 「大連公」と「大連」が通用されていること、前者が後者に与えられた敬称であることも、よく示されてい と えよう。　「大連公」 「連公」の表記がみえるその他の八～九世紀の史料としては、 『日本霊異記』上巻第五話、 『日本三代実録』貞観三年（八六一
（
八月十九日庚申条、同十一月十一日辛巳条など
があげられる。　『日本霊異記』上巻五話では、紀伊国名草郡の宇治大伴連ら 祖として「大部屋栖野古連公」の表記がみえ、屋栖野古は、その帯びている冠位や話の内容から、敏達～孝徳朝の人物されていること わかる。またこの話では、ほかに物部守屋が「物部弓削守屋大連公」 「弓削大連公」と表記されており、守 は単に「弓削大連」 も記されている。ここでも 大連
八六
公」と「大連」の通用が指摘できるのである。　『日本三代実録』貞観三年八月十九日庚申条では、伴大田宿禰常雄が「家牒」を引用して述べる文章なかに、 「金村大連公」 「大部連公」の表記がみえ、 「大部連公」は姓（セイ
（
として










































































































































































ところで、平川氏も竹本氏も、 「公」が「連」とのみ結びついており、 「臣公」 「君公」 「造












である。 「臣公」 「君公 の が存在しないのは、 「臣」 「君」にはそのように呼ぶ必要がなかったからであり、 「造公」 「直公」などの呼称が存在しないのは、 「造」 「直」などがマヘツキミを出すウヂのカバネではなかったからと考えられるであろう。　
したがって、竹本氏が「連公」を「連」のカバネとは直接関係のない呼称とする点や、 「連

















































































これに対して竹本氏は、史料⑶の「神久□□」 「鳥取□□」 「青見□□」 、史料⑷の「
取□
人」は、それぞれ「神久連公」 「鳥取連公」 「青見連公」 「
取連公」と読めるとするのである。











以上、憶測を重ねてきたが、 「連公」の呼称については、 「石上大連公」 那尓波連公」の新
















































なお、 「臣連伴造国造」 「臣連国造伴造」の表記は、のち 「公卿百寮」 「 卿百官人」等の表記に
対応するものであり、このことからも、 「臣連」が和語では「マヘツキミ」 読まれていたことが推測できるであろう。
（９
（
なお、カバネの成立についての私見も示しておく。カバネを大王 仕えるそのあり方 違いによっ
九六
て大王から賜与される身分標識と定義するならば、それは「臣」に加えて「連」が成立した継体天皇（ヲホド大王
（
の時代に成立したとみてよい。ただし、氏（ウヂ
（
の構成員が掌握され、その構成員
全体が同一のカバネを称する「族姓」が成立するのは、庚午年籍作成以降である。
（
（0（
以下、 『日本書紀』の引用は、日本古典文学大系本『日本書紀』による。
（
（（
日本古典文学大系本『日本書紀』下、四三九頁頭注三二。
（
（（
天武紀十一年八月癸未条には、 「 （前略
（
詔曰、凡諸応
二
考選
一
者、能検
二
其族姓及景迹
一、方後考之。
若雖
二
景迹行能灼然
一、其族姓不
レ
定者、不
レ
在
二
考選之色
一
」とある。
（
（（
熊谷公男「天武政権の律令官人化政策」 （関晃教授還暦記念会編『
関晃先生還暦記念
日本古代史研究』吉川弘
文館、一九八〇年
（。ただし ⑹～⑻の一斉連賜姓の五四氏のうち、宿禰・忌寸を賜与されたのは一
一氏ではなく、本文に述べるとおり、 二氏とみるべきであろう。
（
（（
なお、天武十四年に八色の姓の忌寸を賜与されたのは一一氏であるから、そのほとんどは、この時
に新しく連を賜与されたウヂであったことになる。忌寸を た残りの二氏は、倭漢連・大隅直であるが、倭漢連は⑸で新しく連を賜与された倭漢直である。
（
（（
熊谷公男「天武政権の律令官人化政策」 （前掲
（
参照。
（
（（
以下の引用は、佐伯有清『新撰姓氏録の研究
　
本文篇』 （吉川弘文館、一九六二年
（
による。
（
（（
引用は、神道大系本『先代旧事本紀』による。
（
（（
以下、 『古屋家家譜』は『山梨県史』資料編３（山梨県、二〇〇一年
（、 『中臣氏系図』は『群書類
従』巻六十二 系譜部三
（
による。ただし、引用文の返り点は筆者。
（
（（
奈良文化財研究所、二〇〇八年。
（
（0（「石神遺跡北方域の遺構変遷について」 （ 『飛鳥・藤原宮発掘調査出土木簡概報』
　
二二
（。
「連」のカバネと「連公」の呼称
九七
（
（（
推古紀二十八年是歳条、同三十四年五月丁未条、舒明即位前紀、舒明紀八年七月朔条、皇極紀三年
三月条等。
（
（（
以下、物部連麻呂の経歴についての記述は、 『日本書紀』 （天武紀
（
に基づく。
（
（（
この段階の 氏の氏上は、朴井（物部
（
連子麻呂であったと考えられる。子麻呂は、物部麻呂に
先立って、天武九年七月に小錦下位を授かっており（天武紀九年七月庚寅条
（、天武五年には、朴井
（物部
（
連雄君が死去に際して、物部氏の氏上を贈られている（天武紀五年六月条
（。なおこの点に
ついては、拙著『物部氏の研究』 （前掲
（
二一五～二一七頁参照。
（
（（
拙著『物部氏の研究』 （前掲
（
においては、物部連麻呂が石上をウヂ名とした理由は、石上の地に
居住していたからというよりは、石上神宮の祭祀に関わっていたからと考える方が妥当と述べたが（二一七～二一八頁
（、本文に述べたように、両方の可能性を考えておきたい。ただいずれにしても、
その場合の「石上」が地名であることに変わりはない。
（
（（
拙稿「山上碑を読む」 （あたらしい古代史 会編『東国石文の古代史』吉川弘文館、一九九九年
（
参照。
（
（（
東京国立博物館編『法隆寺献納宝物銘文集成 吉川弘文館、一九九九年
（
一五九頁。
（
（（
松本包夫「正倉院の染織幡（後篇
（」 （ 『正倉院年報』四、一九八二年
（
三一頁。
（
（（
狩野久「法隆寺幡の年代について」 （同『
発掘文字が語る
古代王権と列島社会』吉川弘文館、二〇一〇年、
所収。初出は、一九八四年
（。新川登亀男「法隆寺幡銘管見」 （田村圓澄先生古稀記念会編『東アジア
と日本
　
宗教・文学編
』吉川弘文館、一九八七年
（
等。
（
（（
東野治之「法隆寺伝来の幡墨書銘」 （同『日本古代金石文の研究』岩波書店、二〇〇四年、所収。
初出は、一九九五年
（
等。
九八
（
（0（
なお、 「連公」 「大連公」は、公的な呼称ではなく、あくまで「連」のカバネを有するウヂの立場か
らの敬称・尊称と考えられる。 『日本書紀』にその呼称が一切みえないのはそのためであろう。
（
（（
奈良文化財研究所、二〇〇四年。
（
（（
この木簡については、 『飛鳥・藤原宮発掘調査出土木簡概報』一九（奈良文化財研究所、二〇〇五
年
（
において、表裏関係の訂正がなされた。
（
（（
『飛鳥・藤原宮発掘調査出土木簡概報』一八（前掲
（
四～八頁参照。
（
（（
市大樹「石神遺跡北方域の性格と木簡」 （同『飛鳥藤原木簡の研究』塙書房、二〇一〇年、所収
（
一〇六頁、一二五頁。
（
（（
市大樹「石神遺跡北方域の性格と木簡」 （前掲
（
一〇六頁他参照。
（
（（
竹本氏は、仕丁に「連公」 呼称が付されていることから、それを敬称・尊称とみるのは困難とす
るのであるが、注
（0（
に述べたように、 「連公」が私的に用いられた敬称・尊称であるとすれば、
そのように考える必要はないであろう。
